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研究成果の概要： 

十九世紀末から二十世紀初めにかけてのハプスブルク帝国における「部屋」のトポスについ

て研究することで、この多民族国家において他者からの分離と孤立の度を深めていった人々お

よび個人にとっての心理的避難所として機能した「部屋」のはたらきを明確にするとともに、

そのような内部としての「部屋」と外部にいる他者との関係をあらたに見直し、その当時に表

された作品と作者と社会とをむすぶ糸について新しい見解を提示した。 
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研究分野：人文学 
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１．研究開始当初の背景 

 それまで私は、二十世紀ドイツ語圏で最高

の作家の一人と評されるローベルト・ムージ

ルの研究を、もっぱら作品論のかたちで、内

在的研究を通して行なってきた。すなわちム

ージルは、大まかに言って長編小説２つ、短

編小説６つ、戯曲２つを遺したが、そのそれ

ぞれについて作品論を書いた。しかし、彼の

創作活動の全体像を剔出するためには、彼の

生きた時代の社会状況や当時の人々の物の

見方や思想について、もっと詳しく調べ、外

在的研究の成果と内在的研究の成果とを照

らし合わせる必要を感じるようになった。そ

して社会状況と創作者との関係について、さ

らに一般的に考察したいと思った。具体的に

は、 

（１）多民族国家であったハプスブルク帝国

が崩壊して幾つもの民族国家が生れた時代

について、とりわけ当時の人々の置かれた精

神状況と彼らの抱いた様ざまな思想につい

て、幅広く調査研究すること、そのために、

小説家にとどまらず、画家や音楽家などの創
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作家たちの活動内容についても詳しく検討

すること、それによってムージルをはじめと

する作家たちの創作活動の背景を明白にす

ること、 

（２）その一方で、ムージルをはじめとする

作家たちの思考に一定の枠組と方向性を与

えていたと思われる〈部屋〉の表象に関して、

当時書かれた小説等の作品について、さらに

は実際に〈部屋〉をつくる建築家たちや他の

思想家たちの思想についても、幅広く調べて

検討すること、 

（３）それらの研究結果から、ムージルの思

考の独自性や、ムージルが作家活動に託した

ものについての考察を深めること、それらの

必要性をつよく感じたのである。 

 

 

２．研究の目的 

（１）時代状況は、その時代に創られた作品

につねに織り込まれ、その作品が成立する根

拠ともふかく関与している。たとえある作品

がきわめて個人的な動機に基づいて創作さ

れたと主張されうるとしても、その個人的な

動機は、時代状況によってつくり出されたと

考えられるのである。それゆえ、時代の精神

状況を明確にすることによって、その時代の

社会と作家と作品とを結ぶ糸が、より判然と

してくるにちがいない。その糸は、個々の作

品のなかに個別的に見出されるだけでなく、

同時代の多くの作品に共通して見出される

ものであり、その意味からしても、この研究

はきわめて有意義であると考えた。 

（２）ローベルト・ムージルはとりわけ初期

の作品において〈部屋〉の表象を何度も取り

上げているが、〈部屋〉の表象に関心をいだ

いた作家は他にもたくさんいて、たとえばム

ージル同時代人の作家フランツ・カフカは、

有名な『変身』において、いわば〈部屋男〉

の話を書いていると考えられる。そのカフカ

は、ノートに、誰もが自分のなかに一つの部

屋を持っている、と比喩的に記している。こ

の時代の作家たちが、なぜ〈部屋〉に注目し、

場合によってはそれにひどく執着したのか

を調べることで、時代の流れ、精神史のなか

の創作活動、もしくは創作活動のつくる精神

史について考察できるのではないかと考え

た。 

（３）最終的には、没後５０年をとうに過ぎ

ているにもかかわらず、いまだにその全貌が

見えてこない大作家ムージルの創作活動の

意義について、できるかぎり明確な観念を得

ることに貢献したいと考えた。 

 

３．研究の方法 

（１）多民族国家であったハプスブルク帝国

についての基礎的文献を集め、とくにその多

言語多文化的特色に着目しながら文献を整

理する一方で、ムージルのみならず、ムージ

ルの同時代人の作家たちがどのような社会

状況に直面していたかを調べることにした。

すなわち一方では、医者にして作家であり、

冷静に時代を観察していたアルトゥール・シ

ュニッツラーにとりわけ注目し、この時代の

証人が人間関係のありかたをどのように捉

えて表現しているかを調べ、他方では、当時

の文化的運動として世間の注目を浴びるだ

けでなく、政治家たちからも支持されていた

ウィーン分離派の活動に目を向け、その分離

派の総裁でもあった画家クリムトの思想と、

彼の一番弟子であった画家シーレの思想に

ついて考察することにした。その際のキーワ

ードとしたのは〈他者〉である。なぜなら、

この根本的に多文化社会であった多民族国

家においては、まさに〈他者〉の感覚こそが、

尖鋭化されて共有されていたと考えられる

からである。 

（２）〈部屋〉の表象については、欧米文化

圏において初めてその個人主義的で心理的

な特質に注目したエドガー・アラン・ポーや、

その精神的価値について徹底的に思考を展

開したドストエフスキーをはじめとし、イプ

センの『人形の家』、ヴァージニア・ウルフ

『自分だけの部屋』など、幅広く文献を渉猟

し、〈部屋〉の表象の歴史的意義について考

えを深めることにした。その際、文化論や社

会史学の文献、たとえばイーフー・トゥアン

の『個人空間の誕生』やピーター・ゲイ『シ

ュニッツラーの世紀』などが大変有益である

と考えた。また、実際の建築において、従来

のようにファサードを意識して建てるので

はなく、建築内部から、すなわち部屋から建

築を創ることを構想し実践したアドルフ・ロ

ースの建築思想についても、詳しく検討する

ことにした。 

（３）ローベルト・ムージル研究としては、

彼のさまざまな作品を〈部屋〉の表象の使わ

れ方という観点から読み直すことした。この

観点からのムージル研究は、管見するところ

まだなされていないので、二次文献の渉猟は

さほど重視しないことにした。 

 

 

４．研究成果 

（１）ハプスブルク帝国崩壊期の人々の精神

状況を、〈リングシュトラーセの時代〉〈分離

派の時代〉〈ポスト分離派の時代〉というふ



 

 

うに三つに区分して、それぞれの特徴を整理

し、アルトゥール・シュニッツラーの三つの

作品『アナトール』、『輪舞』、『夢小説』が、

それらの時代のそれぞれの特徴を深く刻ん

でいることを明らかにした。（論文「崩壊期

のハプスブルク帝国の首都ウィーンにおけ

る関係性の変遷について―シュニッツラー

の三つの作品に照らして―」）。 

 また、グスタフ・クリムトとエゴン・シー

レの絵画に現れた彼らの思想を読み解き、そ

の両者の違いを、普遍的でイデア的な価値に

あらゆる像をゆだねるあり方と、個別的な存

在の相互関係性に価値を見出そうとするあ

り方との違いとして捉えた。そして、それは

たんにこの二人の画家の感性と世界観の違

いにとどまらず、二人が活動した時代の精神

のあり方の違いであるのではないかと考え

た。すなわちそれは、前論文における〈分離

派の時代〉と〈ポスト分離派の時代〉の違い

に相当する。（「グスタフ・クリムトとエゴ

ン・シーレのあいだ―ハプスブルク帝国の崩

壊期における〈他者〉」『多言語・多文化社会

へのまなざし―新しい共生への視点と教育』

所収）。 

（２）〈部屋〉の表象については、国内外の

建築物のなかの〈部屋〉を調べることによっ

て、伝統的な日本文化における〈部屋〉と西

欧文化における〈部屋〉との違いを、かなり

明確化することができた。具体的には、その

問題について、平成１８年１２月７日ドイツ、

エアランゲン・ニュルンベルク大学日本学科

において、同大学教育学部リーバウ教授、同

大学日本学科アッカーマン教授、東京学芸大

学山名准教授と４名でおこなったワークシ

ョップ「Lernen（学習 ）」において、「Der Sinn 

für „Ma“（間の感覚）」と題して口頭発表を

行ない、日本の伝統的な「間」が西欧の「部

屋」とは異なる空間および空間表象であり、

そこには日本独特の人間関係のあり方が現

れていること、明治以降に西欧の近代的精神

に基いた「部屋」を生活空間のなかにどんど

ん取り入れていくことで、「間」のような伝

統的な空間感覚と、それに支えられた人間関

係のあり方が失われていったことを示した。

（『ドイツ文化学習論による先進的教師教育

研究―グローバル社会における文化伝達と

指導的人材育成に関する日独共同プロジェ

クト』平成１８年度大学教育の国際化推進プ

ログラム研究報告書２００７年３月３１日

７～８頁、３３頁参照） 

また、ヨーロッパにおける個人の〈部屋〉

については、１９世紀の中産階級の成立とと

もにその一般的普及がゆるやかに進展した

のであり、〈部屋〉に個人の心理的価値が託

される傾向は、たとえばドストエフスキーの

『地下室の手記』において尖鋭的かつ象徴的

に表現され、そこに内部世界と外部世界の分

離という〈ポスト分離派の時代〉の一般的精

神状況すらもが先取りされていることを明

らかにした。そのように〈部屋〉に個人的な

心理とのかかわりを認める一方で、〈部屋〉

と外部との関係の在り方をあらたに見直す

時期に至っていることを、とりわけ〈他者〉

というキーワードを用いて解明しようとし

た。さらに、〈部屋〉についての独創的な思

想を実際の建築において現実化したアドル

フ・ロースの〈部屋〉について文献を渉猟す

るとともに、その思想をロースの師であり、

分離派を代表する建築家でもあるオット

ー・ヴァーグナーの建築思想と比較しながら、

さらに本邦では知られていない文献からの

翻訳を少なからず交えて、考察した。（「都市

ウィーンとアドルフ・ロース」）。 

（３）ローベルト・ムージルの初期作品にお

ける〈部屋〉の表象については、論文「ムー

ジルの部屋」（仮題）を現在執筆中である。 
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